
（別紙４）

～ 令和７年２月２８日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

～ 令和７年２月２８日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 令和７年２月２８日

（対象数） 6 （回答数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

当児童発達支援を利用していないお子さんの支援も行ってい

るため、情報量の少ないお子さんにも適切な支援が行えるよ

うアセスメントの工夫や職員の知識・技術の向上に努めま

す。

2

訪問先に事業の趣旨を適切に伝え、集団の中での支援につい

てご協力をいただけるよう関係性を高めることに努めます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

他の事業との調整を図り、計画的に実施できるようスケ

ジュールを管理します。

質の担保をしつつ、希望に答えられるよう努めます。

2

事業所の体制確立、訪問先との関係性の構築、職員の知識・

技術の向上に努めます。

3

○事業所名 愛西市保育所等訪問支援事業所

○保護者評価実施期間 令和６年１１月５日

○保護者評価有効回答数

令和７年２月１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年３月２４日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和６年１１月５日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

児童発達支援との併設であるため、同時期に多くの利用者を

受け入れることが難しいこと。

他の事業との兼務であること。

7月に示されたガイドラインに従った運営に変更しており、

試行錯誤しながらの運営であること。

事業所として、体制づくりを行っているところであること。

児童発達支援事業所と併設しているため、お子さんの様子を

把握したうえで、集団生活を送っている場所での支援に付け

ること。

支援に伺う前にこどもの様子の把握や前回訪問時の様子を確

認してから支援に向かうようにしています。

心理士・保育士・児童指導員の支援員がおり、様々な視点で

お子さんの観察や支援が行えること。

訪問後の様子、支援の内容などを複数人の職員で共有し、次

回の訪問支援につなげるようにしています。

事業所における自己評価総括表 公表 


